
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この間聚楽労組は、コロナ禍による宿泊者の激減や、Go To 

トラベルなどの宿泊割引による宿泊需要の急拡大に対して、労

使で力を合わせて対応してきました。 

今次年末手当交渉では、これまでの組合員の努力に応えるこ

とや、相次ぐ物価上昇によって組合員の生活が逼迫しているこ

となど、組合員の声を粘り強く訴え、交渉を重ねてきました。 

その結果１１月２２日、年末手当について「０.２３カ月」で

妥結しました。 
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